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図
書
館
は
基
本
的
に
人
と
人
と
の
距
離
が
近
い
と
こ
ろ

で
は
な
い
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
の

影
響
を
少
な
か
ら
ず
受
け
た
施
設
で
は
あ
る
。
感
染
拡
大

当
初
は
図
書
館
が
一
時
閉
鎖
さ
れ
た
り
も
し
た
が
、
そ
の

後
は
予
約
制
に
移
行
し
た
り
、
利
用
者
の
範
囲
を
限
定
し

て
入
館
が
可
能
と
な
る
な
ど
、
様
々
な
工
夫
・
配
慮
が
な

さ
れ
る
形
で
再
び
図
書
館
の
利
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
し

か
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
ま
で
の
間
、
所
蔵
資

料
、
利
用
時
間
、
利
用
資
格
、
取
寄
せ
の
可
否
な
ど
を
確

認
し
て
こ
れ
ま
で
利
用
し
た
こ
と
の
な
い
図
書
館
に
出
向

い
た
者
も
少
な
か
ら
ず
い
る
も
の
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
う

し
た
な
か
で
、
専
門
図
書
館
に
目
が
向
け
ら
れ
た
こ
と
も

あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
専
門
図
書
館
は
、
規
模
に

大
小
は
あ
る
が
、
一
般
の
図
書
館
に
は
な
い
図
書
や
雑
誌

を
所
蔵
し
て
い
る
こ
と
が
あ
り
、
特
定
の
テ
ー
マ
や
分
野

に
関
す
る
情
報
を
取
得
す
る
う
え
で
有
用
と
な
る
。

　

国
立
国
会
図
書
館
の
リ
サ
ー
チ
・
ナ
ビ
を
み
る
と
、
各

分
野
の
専
門
図
書
館
を
調
べ
る
た
め
の
説
明
が
掲
載
さ
れ

て
い
る
（https://rnavi.ndl.go.jp/research_guide/

entry/post-1146.php

）。
こ
の
う
ち
、「
金
融
」
の
分
野

を
専
門
と
す
る
図
書
館
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
が
、

証
券
図
書
館
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
に
東
京
に
開
設
さ

〔
Ｊ
Ｓ
Ｒ
Ｉ
時
事
エ
ッ
セ
イ 

鈴
懸
の
木
の
下
〕

証
券
図
書
館
と
い
う
と
こ
ろ

石　

川　

真　

衣
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れ
、
す
で
に
半
世
紀
以
上
の
歴
史
を
有
す
る
証
券
図
書
館

は
、
東
京
館
は
図
書
約
三
万
三
、
〇
〇
〇
冊
及
び
内
外
雑

誌
一
四
九
種
（
こ
れ
に
加
え
て
高
橋
亀
吉
文
庫
に
約
一
万

三
、
〇
〇
〇
冊
と
特
殊
資
料
・
雑
誌
等
約
一
万
点
）、
大

阪
館
（
一
九
七
一
年
開
設
）
は
図
書
約
五
万
冊
及
び
内
外

雑
誌
一
六
四
種
を
所
蔵
す
る
（
二
〇
二
一
年
三
月
末
時

点
）。
和
書
・
洋
書
の
新
刊
も
定
期
的
に
入
れ
ら
れ
て
お

り
、
貸
出
制
度
も
用
意
さ
れ
て
い
る
（
詳
細
に
つ
い
て
は

文
末
の
図
書
館
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
確
認
さ
れ
た
い
）。

　

証
券
図
書
館
が
所
蔵
す
る
図
書
の
な
か
に
は
、
古
い
時

代
の
も
の
も
含
ま
れ
る
。
一
九
世
紀
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭

は
日
本
が
近
代
化
に
向
け
た
準
備
を
行
っ
て
い
た
時
代
に

あ
た
り
、
証
券
業
界
に
お
い
て
も
様
々
な
変
動
が
あ
り
、

改
革
が
な
さ
れ
た
こ
と
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。
こ
の

時
代
に
出
版
さ
れ
た
も
の
の
う
ち
、
取
引
所
に
関
す
る
検

討
を
行
い
、
現
代
の
問
題
に
も
通
ず
る
、
き
わ
め
て
基
本

的
な
論
点
を
扱
っ
た
も
の
も
あ
る
。
取
引
所
が
提
供
す
る

市
場
を
取
り
巻
く
環
境
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
化
し

て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
適
し
た
市
場
を
設
計
す

る
う
え
で
は
、
国
内
外
の
状
況
に
常
に
目
を
配
る
こ
と
が

欠
か
せ
な
い
。
そ
れ
が
様
々
な
形
で
実
践
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
、
証
券
図
書
館
の
所
蔵
資
料
か
ら
も
垣
間
見
え
る
。

　

例
え
ば
、
小
野
友
次
郎
編
『
ブ
ー
ル
ス
（
全
）』（
一
八

九
二
年
）
は
、
欧
州
各
地
の
取
引
所
の
状
況
と
そ
の
規
制

を
詳
細
に
紹
介
し
た
文
献
で
あ
る
。
海
外
文
献
の
翻
訳
以

外
の
邦
語
文
献
の
題
名
と
し
て
外
国
由
来
の
言
葉
を
一
つ

だ
け
使
う
こ
と
は
、
今
日
の
感
覚
か
ら
す
れ
ば
、
か
な
り

新
鮮
に
も
感
じ
ら
れ
よ
う
。
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
取
引
所
を
意
味
す
る
「
ブ
ー
ル
ス
」

の
語
の
淵
源
に
つ
い
て
は
二
つ
の
説
が
あ
り
、
一
つ
は
フ

ラ
ン
ダ
ー
ス
地
方
の
ブ
ル
ー
ジ
ュ
（
ブ
ル
ッ
ヘ
）
に
お
い

て
「
ブ
ー
ル
ス
」
と
い
う
名
の
つ
い
た
館
（V

an der 

Burse
家
の
邸
宅
）
に
商
人
が
集
合
し
、
そ
こ
で
売
買
取

引
を
行
っ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
説
、
も
う
一
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つ
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
に
取
引
を
行
う
市
場
が
あ
り
、
そ
の

門
の
入
り
口
に
銭
入
〔
ブ
ー
ル
ス
、
英
語
のPurse

も

ブ
ー
ル
ス
と
共
通
の
語
源
を
有
す
る
と
さ
れ
る
〕
の
装
飾

が
施
さ
れ
て
い
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
う
説
が
あ
る

（『
ブ
ー
ル
ス
（
全
）』
で
は
ア
ン
ト
ワ
ー
プ
で
は
な
く
、

ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
（
同
書
二

頁
））。『
ブ
ー
ル
ス
（
全
）』
は
、
調
査
対
象
と
し
た
欧
米

各
地
の
取
引
所
の
沿
革
に
重
点
を
置
き
つ
つ
、
取
引
所
の

組
織
構
造
を
紹
介
し
た
も
の
で
あ
る
。
各
地
の
取
引
所
の

建
設
費
や
取
引
所
家
屋
の
所
有
者
ま
で
詳
細
に
調
査
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
同
書
に
よ
れ
ば
、
フ
ラ
ン

ス
・
パ
リ
取
引
所
の
建
物
は
「
市
民
の
共
有
」
で
あ
る

が
、
ド
イ
ツ
・
ベ
ル
リ
ン
で
は
「
商
人
組
合
の
所
有
」、

ベ
ル
ギ
ー
・
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
で
は
「
市
会
の
所
有
」
で
あ

る
（
同
書
七
二
頁
）。
後
述
す
る
藤
田
國
之
助
の
説
明
に

よ
れ
ば
、
パ
リ
取
引
所
の
建
物
は
「
市
の
も
の
を
借
り
て

や
っ
て
い
る
」
と
さ
れ
（
後
述
・
藤
田
『
我
が
国
取
引
所

組
織
の
将
来
―
欧
米
の
取
引
所
組
織
を
見
て
』
二
六
頁
）、

た
し
か
に
法
律
上
は
一
八
二
九
年
六
月
一
七
日
の
法
律
に

よ
り
パ
リ
取
引
所
の
建
物
の
所
有
権
は
国
家
か
ら
パ
リ
市

（V
ille de Paris

）
に
委
譲
さ
れ
て
い
る
た
め
、「
市
民
の

共
有
」
と
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
は
他
と
比
べ
る
と
理
念
を

強
調
し
て
い
る
よ
う
に
も
感
じ
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
フ
ラ

ン
ス
の
革
命
暦
Ｘ
年
牧
月
二
七
日
の
ア
レ
テ
の
第
一
条
に

お
い
て
商
品
を
扱
う
ブ
ー
ル
ス
は
す
べ
て
の
市
民
、
そ
し

て
外
国
人
に
も
開
か
れ
て
い
る
と
さ
れ
た
こ
と
と
関
係
す

る
の
だ
ろ
う
か⑴

。
ま
た
、
欧
州
の
証
券
市
場
史
に
お
い
て

大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
イ
ギ
リ
ス
の
制
度
へ
の
関
心
も

早
い
段
階
か
ら
示
さ
れ
て
お
り
、
倫
敦
株
式
取
引
所
調
査

委
員
會
『
倫
敦
株
式
取
引
所
調
査
委
員
會
報
告
書
』（
一

八
七
八
年
）
は
、
同
年
に
英
国
・
ロ
ン
ド
ン
で
出
版
さ
れ

たLondon Stock E
xchange C

om
m

ission

に
よ
る

Report of the Com
m

issioners

の
翻
訳
で
あ
る
。
こ

ち
ら
は
手
書
き
の
、
他
で
は
な
か
な
か
見
る
こ
と
が
で
き
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な
い
と
思
わ
れ
る
貴
重
書
で
あ
る
。

　

一
八
九
三
年
の
取
引
所
法
の
制
定
を
経
て
数
年
後
に
出

版
さ
れ
た
こ
れ
も
欧
米
の
取
引
所
の
状
況
を
検
討
し
た
江

口
駒
之
助
編
『
欧
米
取
引
所　

全
』（
一
九
〇
二
年
）

は
、
調
査
対
象
と
さ
れ
た
各
地
の
取
引
所
の
比
較
を
意
識

し
た
叙
述
（
証
券
取
引
所
に
限
ら
ず
、
商
品
取
引
所
も
扱

わ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
一
八
九
三
年
の
取
引
所
法
が
取

引
所
の
取
引
対
象
と
し
て
有
価
証
券
と
商
品
を
と
も
に
認

め
て
い
た
た
め
で
あ
る
）、
そ
し
て
パ
リ
や
ベ
ル
リ
ン
の

取
引
所
規
則
の
翻
訳
を
含
む
本
格
的
な
紹
介
を
行
っ
て
い

る
。
そ
の
後
の
わ
が
国
の
取
引
所
の
あ
り
方
に
関
す
る
検

討
は
、
一
九
世
紀
末
に
な
さ
れ
た
こ
の
よ
う
な
詳
細
な
海

外
調
査
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
り
、
田
中
太
七
郎
『
日
本

取
引
所
論
』（
一
九
一
〇
年
）
の
高
根
義
人
に
よ
る
序
文

の
な
か
に
も
前
掲
『
ブ
ー
ル
ス
（
全
）』
及
び
『
欧
米
取

引
所　

全
』
の
二
つ
の
文
献
へ
の
言
及
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

　

二
〇
世
紀
前
半
の
市
場
関
係
者
の
関
心
を
解
説
書
よ
り

も
明
確
な
形
で
示
す
も
の
も
あ
る
。
藤
田
國
之
助
『
我
が

国
取
引
所
組
織
の
将
来
―
欧
米
の
取
引
所
組
織
を
見
て
』

（
一
九
二
七
年
）
は
、
商
工
省
の
取
引
所
監
督
官
で
あ
っ

た
藤
田
が
昭
和
二
年
に
大
阪
商
工
会
議
所
で
行
っ
た
講
演

録
で
あ
る
。
欧
米
各
国
の
取
引
所
を
見
て
回
っ
た
藤
田

は
、
わ
が
国
の
取
引
所
と
の
違
い
を
意
識
し
た
紹
介
を
行

い
、
取
引
所
へ
の
入
場
の
仕
方
な
ど
、
現
地
で
の
自
ら
の

体
験
も
盛
り
込
ん
で
い
る
。
ベ
ル
ギ
ー
の
ア
ン
ト
ワ
ー
プ

（
ア
ン
ヴ
ェ
ル
ス
）
の
取
引
所
に
お
い
て
は
、
同
じ
建
物

内
に
商
品
市
場
と
証
券
市
場
の
両
方
が
置
か
れ
、「
取
引

所
の
入
口
に
門
衛
が
ブ
リ
キ
製
の
筒
の
よ
う
な
も
の
を

持
っ
て
立
っ
て
い
て
、
誰
で
も
入
場
し
た
い
と
思
う
者

は
、
入
場
の
都
度
所
定
の
料
金
を
入
れ
て
入
場
す
る
こ
と

に
な
っ
て
」
お
り
、
証
券
の
市
場
は
商
品
の
市
場
の
も
う

一
つ
奥
に
あ
り
、「
そ
こ
へ
は
や
た
ら
に
入
れ
な
い
よ
う

に
な
っ
て
」
い
る
と
し
、
こ
の
よ
う
に
証
券
市
場
と
異
な
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り
商
品
市
場
へ
の
入
場
が
寛
大
で
あ
る
こ
と
の
説
明
と
し

て
、
欧
州
大
陸
の
商
品
取
引
所
は
「
そ
の
土
地
の
色
々
の

商
人
が
誰
で
も
集
っ
て
商
談
を
や
る
場
所
」
で
あ
る
こ
と

を
挙
げ
る
（
同
書
一
八
～
一
九
頁
）。

　

体
験
で
言
え
ば
、
こ
ち
ら
は
証
券
図
書
館
所
蔵
で
は
な

い
が
、
高
倉
藤
平
『
欧
米
の
取
引
所
―
漫
遊
み
や
げ
』

（
一
九
〇
八
年
）
は
、
高
倉
が
一
九
〇
八
年
に
大
阪
朝
日

新
聞
社
主
催
の
世
界
一
周
旅
行
（
野
村
證
券
の
野
村
徳
七

（
信
之
助
）
も
一
行
に
含
ま
れ
て
い
た
）
に
出
か
け
た
際

の
、
ロ
ン
ド
ン
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、
パ
リ
、
ベ
ル
リ
ン
、

ウ
ィ
ー
ン
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
、
ロ
ー

マ
及
び
サ
ン
ク
ト
・
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
各
取
引
所
の
感
想

を
ま
と
め
た
文
献
で
あ
る
。
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、
高
倉
と

同
じ
道
の
り
を
辿
ろ
う
と
す
る
な
ら
ば
、
ワ
ク
チ
ン
の
種

類
と
接
種
回
数
、
隔
離
期
間
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
、
入
場
制
限

―
さ
ら
に
は
紛
争
の
状
況
―
な
ど
、
こ
の
二
年
間
で
我
々

が
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
様
々
な
事
項
へ
の
留
意

が
必
要
と
な
り
そ
う
な
、
夢
の
よ
う
な
行
程
の
記
録
で
あ

る
。

（
注
）

⑴　

A
rrêté du 2‌7 prairial an X

, A
rticle 1er: Les Bourses de 

com
m

erce seront ouvertes à tous les citoyens et m
êm

e 
aux étrangers.

「
市
民
（citoyens

）」
の
範
囲
は
今
日
の
意
味
と

は
異
な
り
狭
く
、
市
民
権
（droits civils

）
を
有
し
な
い
者
の
入
場

は
認
め
ら
れ
ず
、
女
性
、
未
成
年
者
そ
の
他
市
民
権
を
剥
奪
さ
れ
た

者
（
刑
に
処
せ
ら
れ
た
者
な
ど
）
は
取
引
所
の
建
物
内
に
立
ち
入
る

こ
と
が
で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
た
（A

m
broise B

U
CH

ÈRE , T
raité 

théorique et pratique des opérations de la bourse, 3
e éd., 

Chevalier-M
arescq et C

ie, 1892, n
o20, p.12

）。
な
お
、
当
初
は

商
品
取
引
所
と
証
券
取
引
所
は
同
じ
建
物
内
に
あ
っ
た
が
、
一
八
八

五
年
に
商
品
取
引
所
は
別
の
建
物
に
移
転
し
て
い
る
。

＜

証
券
図
書
館
（
東
京
・
大
阪
）
の
利
用
に
つ
い
て＞

・
証
券
図
書
館
（
東
京
）　〒

103-0027 

東
京
都
中
央
区
日
本
橋2-11-2 

太
陽
生
命
日
本
橋
ビ
ル
12
階

・
証
券
図
書
館
（
大
阪
）　〒

541-0041 

大
阪
市
中
央
区
北
浜1-5-5　

大
阪
平
和
ビ
ル
内
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証
券
図
書
館
の
利
用
の
手
続
き
・
ア
ク
セ
ス
・
蔵
書
に
つ
い
て
は
、
本

研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
さ
れ
た
い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

 https://w
w

w
.jsri.or.jp/jsri/activities/library/

（
い
し
か
わ
　
ま
い
・
東
北
大
学
大
学
院
法
学
研
究
科
准
教
授

当
研
究
所
客
員
研
究
員

）


